第１回早稲田強相関物性シンポジウム「強相関電子系の新展開」
主催：早稲田大学理工学総合研究センター
協賛：早稲田大学21世紀COEプログラム「多元要素からなる自己組織系の物理」
２００５年7月２２日（金）　

早稲田大学理工学部（大久保キャンパス）62号館W大会議室

主旨：

遷移金属酸化物を中心としたいわゆる強相関電子系の研究においては、１９８６年の銅酸化物における高温超伝導の発見、１９９０年代半ばのマンガン酸化物における巨大磁気抵抗の発見等に刺激されて、時代ごとに特定のテーマに関して集中的な研究が行われてきました。しかし、近年の強相関電子系の分野では、巨大熱電効果、光誘起現象、マルチフェロイクなど、より多彩な現象に関する研究が盛んになってきています。

このシンポジウムでは、こうした動きを担う若手・中堅の研究者の方々に、強相関電子系研究の新しい展開について語ってもらうと同時に、これからの研究の方向性について自由に議論していきたいと思います。

第１回早稲田強相関物性シンポジウム「強相関電子系の新展開」プログラム

２００５年7月２２日（金）　

早稲田大学理工学部（大久保キャンパス）62号館W大会議室

１０：００－１０：４５
勝藤拓郎（早稲田大学理工学術院）　

スピン-電荷-軌道結合の新しい展開　―V酸化物を中心に―

１０：４５－１１：３０
溝川貴司（東京大学大学院新領域創成科学研究科）
遷移金属化合物における電荷秩序相の電子構造と光誘起相転移
１１：３０－１２：１５
寺崎一郎（早稲田大学理工学術院）
ナノブロックインテグレーションによる酸化物熱電材料の設計と合成
昼休み

１３：１５－１４：００

守友浩（筑波大学大学院数理物質科学研究科）
光励起による物質相の制御　―放射光X線を用いた研究―
１４：００－１４：４５

東正樹（京都大学化学研究所）

磁性強誘電体の探索　―ビスマス・鉛ペロブスカイト―
コーヒーブレーク

１５：００－１５：４５
陰山洋（京都大学大学院理学研究科）
二次元正方格子上で実現したスピン液体状態　　―(CuCl)LaNb2O7とその周辺物質―
１５：４５－１６：３０
石原純夫（東北大学大学院理学研究科）
強相関電子系の軌道秩序におけるドーピング効果　―動くホールと希釈効果―
１６：３０－１７：１５
自由討論

